
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

突然ですが問題です!! 
左の２つのグラフは、みなさんが暮らす岡崎市
と大久保先生が住んでいるナミビアの首都を
比べたものです。さて、どちらが岡崎市でどち
らがナミビアでしょうか？ 
 
まだ雨温図を習っていない人は近くの先生に
聞いて下さいね。 答えはこのお便りの最後に！ 

１年の大半がからっからに乾燥しているこのナミビアにも「梅雨」のような時期があります。 
こちらでは「レインシーズン」と呼ばれるこの時期になると、毎晩滝のような雨が降り、雷が鳴ります。それ
だけならまだいいのですが、大久保先生の家の中にはなぜか水溜りができています。そして木製のドア
が湿気で膨張して閉まらなくなりました。日本の家屋は日本の気候に合わせて造られているので雨に強
いのですが、ナミビアの家屋はどうやら乾燥した気候に合わせて造られているようです。雨がたくさん降
ると、家の造りの違いが分かって面白いです。 

⬆室内に水たまりができました 

⬅カタツムリがいましたが、 
 乾燥した時期はどこで 
生き延びたのでしょうか…? 

⬆普段は乾燥している通勤路が 
 水たまりだらけになりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 なんてことない毎日を過ごしていますが、日本と同じところや違うところがあって面白い！！ 
今回は大久保先生の日常から洗濯の様子を少しばかりお伝えします。 
 洗濯機を使わない生活 

ナミビアはアフリカの中でも発展している国で、大体の家電はお店で 
買うことができます。しかし大久保先生の家には洗濯機がありません。 
理由はお値段です。ずーっと住むなら買ってもいいのですが、あと 1 年

くらいで日本に帰ると思うと踏み切れませんでした。代わりにタライを買
って毎日手洗いをしています。 ※値段の高低については個人的な見解です。 

一瞬で乾く脱水いらずな気候 
 最近の洗濯機は脱水、乾燥の機能が付いていて便利なものが増えてき
ました。しかし、ナミビアではその機能は流行らないかも。なぜなら、脱水
をせずにそのまま干しても、数時間でからっからに乾いてしまうほど乾燥
しているからです。大久保先生も、洗濯物はほとんど絞らずに物干し竿に
そのまま掛ける「ズボラ洗濯」を採用しています。 ※個人的なやり方です。 

雨温図の問題の答え：左がナミビア、右が岡崎市。 当たったかな？ 

２月の話題といえば、忘れてはいけないのがこのバレンタインデーですね！  
でもバレンタインデーってそもそもの起源はなんなのでしょうか？ちょっと調べてみました。 

ある雨が降った日、ナミビア人の方が「今日はいい天気だね！」 
と言ってきました。初めは冗談かと思いましたが、どうやらそうでは 
ないようです。ナミビアでは一年のほとんどが乾燥しているので、雨が 
重宝されています。気候や文化が違うと、天気の感じ方も真逆になるんですね！ 
多様性を受け入れる、認める社会を作るためには、違う文化の人の感覚を知ること
が大切なのかもしれないなぁと思う今日この頃です。 

⬆聖人ヴァレンティヌス 

 

実は２月 14日は私、ヴァレンティヌスが処刑された日です。 
当時のローマ教皇は兵士の士気が下がるという理由で恋人同士の結婚
を禁止していました。 私は愛し合う恋人同士の結婚を隠れてサポートし
ていましたが、ある日ローマ教皇に見つかってしまい処刑されたのです。
それから２月１４日は、「愛」を守るために活動した私の名前にちなんで
「バレンタインデー」という名前で恋人の祝祭として広まったのでした。 

とのことです。ちなみにナミビアにもバレンタインデーはありました♪ 


